
© Calbee 0

カルビーのサステナビリティ経営

＠ 兵庫県環境局 サステ経営 自然の恵み

2025年1月29日
カルビー株式会社
サステナビリティ推進部
高木 星治

～カルビー 自然の恵みを持続可能へ～
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【本日の内容】

１． カルビーグループの概要

２．サステナビリティ経営

３．カルビーの環境課題への取り組み

・自然の恵みを持続可能に繋げる
カーボンニュートラルの達成
〈温室効果ガス排出量削減〉



© Calbee 2

【本日の内容】

１． カルビーグループの概要

２．サステナビリティ経営

３．カルビーの環境課題への取り組み

・自然の恵みを持続可能に繋げる
カーボンニュートラルの達成
〈温室効果ガス排出量削減〉



© Calbee 3

カルビーグループの主なブランド

スナック

シリアル 土産用製品 その他

海外で販売（※）

（※）Harvest snaps：さやえんどうの派生品で、北米、英国、シンガポール、オーストラリア等で販売
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創立

1949年

上場

2011年
3月11日

証券コード

2229
（プライム市場）

採用インデックス

JPX日経インデック
ス400

連結売上高

3,030億円

資本金

120億円

連結子会社数

21社

時価総額

4,325億円
（PBR2.1倍）

従業員数（連結）

4,939名

2024年12月9日時点

* 時価総額を除き、数値はいずれも2024年3月末時点

発行済株式総数

1.3億株

（注）2022 年3 月期から、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第
29号等）を適用し、従来は販売費および一般管理費に計上していた販売費の一
部（リベート等）を売上高から控除する方法に変更しております。なお、国内製品
別および海外地域別の売上高はリベート等控除前の売上高を記載しています。

国内 スナック菓子

63.5％

国内シリアル食品

7.8％

国内その他

4.6％

海外

24.1％

国内

75.9％
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売上高100億円以上
のブランド数

国内市場シェア

６ブランド

スナック菓子

51.7％

出所：（株）インテージ SRI＋全国業態
金額ベース 2023年4月～2024年3月

スナック市場シェア：カルビー（株）とジャパンフリトレー（株）の合計
ポテトチップス市場：ポテトチップス(生薄切り・生厚切り)・ポテトシュースト・

ケトル合算、非公開PB含む

ポテトチップス

69.8％

シリアル食品

36.1％

No.1
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創業者：松尾 孝

1949年（昭和24年）に広島にて創立

カルビーキャラメルの製造販売からスタートした

健康に役立ち、安全で安価な商品づくりと、
未利用な食糧資源を活かした商品づくりを
目指して、社内の英知を結集するために

企業を組織する

創業の精神

カルビーの大切にしている想い
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カルビーグループが大切にしている想い
（Our Value）

コーポレートメッセージ

グループビジョン

顧客・取引先から、
次に従業員とその家族から、
そしてコミュニティから、
最後に株主から

尊敬され、賞賛され、
そして愛される会社になる

企業理念

私たちは、自然の恵みを
大切に活かし、

おいしさと楽しさを創造して、
人々の健やかなくらしに

貢献します。
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カルビーロゴに秘められた想い

カルシウム+ビタミンB1の造語
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環境や人権など多くの社会課題が
企業活動に影響を及ぼしている。
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持続可能な社会なくして、
カルビーグループの持続的成長なし。
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持続可能な社会の実現

社会価値
（社会・環境課題の解決）

経済価値
（事業の成長）

カルビーグループは、サステナビリティ経営を通じて
「社会価値」と「経済価値」の両立を目指します。
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マテリアリティの特定
継続的な事業成長とサステナビリティ経営の推進を
両輪として、企業価値向上を目指す
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多様性を尊重した全員活躍の推進

地球環境への配慮

人々の健やかなくらしと
多様なライフスタイルへの貢献

農業の持続可能性向上

持続可能なサプライチェーンの共創

マテリアリティと重点テーマ（2023年～）

重点テーママテリアリティ

持続可能な原料生産

自然資本の保全

地域コミュニティへの貢献

循環型社会の推進

カーボンニュートラルの達成

自然資本の保全

プラスチックによる環境負荷の低減

食の安全・安心の確保

消費者意識の多様化に応じた新たな価値提供

健やかなくらしへの貢献

環境と人にやさしい物流

環境と人権を尊重した責任ある調達

働き方の多様性への対応

ダイバーシティ＆インクルージョンの推進

SDGsとの対応

14
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ガバナンス リスク管理 指標と目標戦略

シナリオ分析

リスクと機会
TCFD

気候変動

ガバナンス リスクと影響の管理 指標と目標戦略

シナリオ分析

LEAPアプローチ
自然との接点/依存と影響

TNFD
自然資本

リスクと機会

TCFDとTNFDの開示フレームワーク 2025年目指す

対象範囲：グローバル

対象範囲：グローバル

気候変動と自然資本の対応策
シナジー・トレードオフの可能性



企業に求められるTNFD開示内容

出典：TNFDから一部抜粋

 TNFDの基本概念：依存と影響  自然資本とビジネスとの接点
地球環境は４つに分類される

水、空気、
原料、燃料

生態系
サービス

自然資本

依存

影響

企業活動

出典：JBIB資料から一部抜粋

 TNFD開示提言

ガバナンス 戦略 リスクと影響の管理 指標と目標

自然関連の依存関係、影響、リ
スク、機会に関する組織のガバナ

ンスを開示する

自然関連のリスクと機会が、組織
の事業、戦略、財務計画に与え
る実際及び潜在的な影響を、そ
のような情報が重要である場合に

開示する

組織が、自然関連の依存関係、
影響、リスク、機会をどのように特
定、評価、管理しているかを開示

する

自然関連の依存関係、影響、リ
スク、機会を評価し管理するため
に使用される指標と目標を開示
する（かかる情報が重要である

場合）

企業理念
体制

行動規範、方針
重点テーマ

自然関連の依存、影響
リスク、機会

土地開発、気候変動、
資源の過剰利用

大気

海水

淡水陸地

16

すでにベースは対応できている これから内容検討⇒実施⇒開示

自然関連の対応策
指標、目標
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カルビーグループの主な環境目標2030

認証パーム油 100％使用

温室効果ガス総排出量 30%削減（2019年3月期比）

環境配慮型素材 50%使用 →2050年100％使用

①温室効果ガス排出量削減

②プラスチックによる環境負荷の低減容器代替・削減

③環境・人権に配慮した持続的な調達

水の総使用量 10%削減（2019年3月期比）

廃棄物排出量 10%削減（2019年3月期比）

④循環型社会の推進
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出典：全国地球温暖化防止活動推進センター/IPCC第6次評価報告書

産業革命前から
地球の平均気温は

1.1℃ 上昇
（2011～2020）

何の対策も講じないと
2100年までに最大

5.7℃
上昇すると予測

2015年パリ協定：目標

2.0℃以内に抑制

ところが、
2023年平均気温

1.48℃上昇

温室効果ガスの排出による

地球温暖化対策が世界全体で求められている

2021年グラスゴー協定

1.5℃未満に抑制
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2100年：日本の真夏日は約2倍以上現在：猛暑日が増加中

• 日本の現状

出典：全国地球温暖化防止活動推進センター/気象庁

水不足、日照時間の不足、暑さによる農業への
影響、収穫量の減少、品質低下
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温室効果ガス（GHG）
Scope1・２・３

※2020年環境省サプライチェーン排出量算定に関する説明会資料より引用

21
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温室効果ガス排出量削減（Scope１・２・3）

※グラフは2024年3月期

Scope3の実績に計画とギャップScope１・２が削減できている
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・省エネ活動（エネセン導入）
エネルギー利用効率向上、廃熱利用
・電力購入先転換
・高温暖化係数ガスの漏洩削減

Scope1：11.6％削減
Scope2：57.3％削減

（2024年３月期）

温室効果ガス排出量削減（Scope1&2）

実績 削減に向けた着眼点
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事業所間連携により大幅な省エネを実現

清原工業団地スマエネ事業
→2021年度 省エネ大賞 経済産業大臣賞を受賞

温室効果ガス排出量削減（Scope1&2）
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2023年3月1日

スマエネとは？
↓

スマートエネルギーネットワークの略称。天然ガスを燃料に発電し、発電時に得られる廃熱を蒸
気や温水として取り出し、発電した電気と合わせて有効利用する。エリア全体の熱・電力の需要
と供給を最適化する。ガス利用、独自のインフラ、ロスが少ない、熱利用、が主たるポイント。

参考

25



© Calbee 26

カルビー工場 切替時期

下妻・ＪＦＬ古河
2020年

北海道

鹿児島 2021年2月

各務原・湖南・京都 2021年4月

広島・広島西 2021年9月

帯広工場 2024年度

再生可能エネルギーへ切替

国内13工場のうち、10工場が切替済み

温室効果ガス排出量削減（Scope1&2）

全電力CO2フリー化した各務原工場
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・フィルム・ケースサイズの最適化
・原料輸送積載率UP
・製品輸配送積載率UP
・工場敷地内DC併設による横持ち廃止
・エコトラック導入

温室効果ガス排出量削減（Scope3）

約16.3％増加
（2024年３月期）

実績 削減に向けた着眼点
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＜環境省モデル事業に参画＞
Scope3カテゴリー1の主要排出源は、ばれいしょ・パーム油等の原材料や包装材が占める。

⇒「ばれいしょ」を中心にScope3カテゴリー1に着目した活動を推進

温室効果ガス排出量削減（Scope3）

モデル事業の参加企業（4社）

https://www.env.go.jp/press/press_00359.html

ばれいしょ排出係数の見える化にも着手

削減に向けた着眼点（追加：2022年度以降）

https://www.env.go.jp/press/press_00359.html
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https://www.env.go.jp/content/000116060.pdf

環境省モデル支援事業にて、
Scope３削減ロードマップを策定

出典：環境省ＨＰ

29

https://www.env.go.jp/content/000116060.pdf
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GHG排出係数の変更

現状の課題

現状の排出量算定に使用している係数は、排出
係数の内訳が公開されておらず、
施策による削減量測定ができない

排出量の
算定方法

ばれいしょ:
生産1kgあたり、CO2を●kg排出
(内訳は非公開)

【現状】
食品関連材料CO2排出係数データベース

調達品の「排出係数」 「調達重量 (または調達金額)」

対応案

施策の削減効果を把握するため、
排出係数の構成・積み上げがわかる
「IDEA排出係数」に切り替える

ばれいしょ:
生産1kgあたり、CO2を●kg排出

（例）ばれいしょ排出係数
•肥料●kg使用 → CO2を●kg排出
•燃料●MJ使用 →   CO2を●kg排出

IDEA(Inventory Database for 
Environmental Analysis)
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～ＧＨＧ算定の基本式（Scope1・2・3共通）～

活動量（使用量、調達量、輸送量）に
各々に定められている排出係数を乗じて算定。

参考
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生産者とのエンゲージメント - 排出源分析

ばれいしょ栽培フローを分解して、排出源を特定する

ばれいしょ
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生産者エンゲージメント – ばれいしょの削減インパクト試算

削減施策
2030年

削減・転換率

肥料 窒素、リン酸、カリウム、マグネシウム 減肥・低排出係数肥料 中

農薬 殺菌剤、殺虫剤 散布量を削減 ー

資材 マルチシートなど
生分解性・
環境配慮型素材を使用

ー

燃料 軽油・ガソリンなど 軽油をバイオ燃料へ切り替え 大

その他 再生可能電力ほか 中

対象となる排出源 削減率 削減インパクト施策

使用量削減及び
排出係数の低減

を算出
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自然資本の保全：土壌分析による適正な施肥実施

作物が生長するために必要な要素として、窒素・リン酸・カリウムが肥料の
3大要素といわれています。ばれいしょも同様に栽培するにはこれらの肥料
が欠かせません。カルビーグループでは、ホクレン農業協同組合連合会
（以下ホクレン様）との連携により、さまざまな土質や条件によって違いが
ある畑の土壌分析を行い、それぞれの畑に合った適切な肥料の提案を行っ
ています。

科学的根拠に基づいた栽培技術の推進によりリン酸に着目し、ホクレン様
を通じて、帯広畜産大学との共同研究を進め、得られた科学的根拠からリ
ン酸の減肥の活動を推進しています。

さらにリン酸減肥の基準に基づきそれに対応する肥料銘柄の開発をホクレ
ン様と実施し、北海道エリアにて開発した肥料銘柄の普及を共同で取り組
んでいます。

今後も自然資本の保全に向けて、ステークホルダーとの共創によって科学
的根拠に基づく栽培技術を推進していきます。
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サプライヤーアセスを実施し、現状把握。リスクと機会の洗出し。

２,原材料サプライヤーとのエンゲージメント - アセスメント

Global Compact CSR調達セルフアセスメント カルビーオリジナルアセスメント

原材料サプライヤー200社中
上位約〇〇%にアセスメント実施

〇〇社の回答

温室効果ガス

• GHG方針あり:

• 目標設定あり:

• 改善取組みあり:

• スコープ1&2算定:

• スコープ3算定:

• LCA算定:

●社

●社

●社

●社

●社

●社

パーム

• パーム油方針あり:●社

• 目標設定あり: ●社

• SG以上取扱有:

シーズニング

• パーム油方針有: ●社

• 目標設定有: ●社

• MB取扱い有: ●社

プラスチック

• プラスチック方針あり:●社

• 目標設定あり: ●社
人権

• 人権方針あり: ●社

• 人権尊重の取組み: ●社
水の方針

• 方針設定 ●社

• 目標設定 ●社

• 原単位算定 ●社

生物多様性の方針

• 取組み実施 ●社
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原材料サプライヤーエンゲージメント – 対応方針と削減インパクト

原材料サプライヤー(上位約●●％)について、GHG削減目標の設定状況を調査し、エンゲージメントによる
削減インパクトを試算

対象Scope1/2
設定済

Scope3まで
設定済

未設定

原材料サプライヤーの分類 対応
自社の目標設定状況

競
合
他
社
の
目
標
設
定
状
況

競合他社の
設定状況に
かかわらず、

自社は
Scope3まで

設定済みのため、
追加設定は
必須ではない

競合他社を
踏まえると、
Scope3の

設定余地あり競合他社を
踏まえると、
目標設定の

余地あり

Scope3
まで
設定済

競合他社の
水準を下回って

いないため、
Scope3の
追加設定は
必須ではない

Scope
1/2
設定済

競合他社も
未設定なので、
状況の精査が

必要

未設定

エンゲージメント方針

サプライヤー削減目標のモニタリング
• 各社の削減目標への進捗状況を確認

サプライヤーエンゲージメント
• アセスメント・エンゲージメントを通じ、

さらなる削減目標設定への働きかけ

対応方針を個別に判断
• サプライヤー種別に状況を精査し、

エンゲージメント等の対応が必要か判断
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